
（
別
添
１
）

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章　

デ
ジ
タ
ル
庁
関
係
（
第
一
条
）

第
二
章　

総
務
省
関
係
（
第
二
条
―
第
五
条
）

第
三
章　

厚
生
労
働
省
関
係
（
第
六
条
）

第
四
章　

経
済
産
業
省
関
係
（
第
七
条
）

第
五
章　

国
土
交
通
省
関
係
（
第
八
条
）

附
則

第
一
章　

デ
ジ
タ
ル
庁
関
係

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
二
十
三
の
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。



  

二
十
三
の
六　

都
道
府
県
知
事

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
に
よ
る
家
畜
人
工

授
精
師
の
免
許
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

第
二
章　

総
務
省
関
係 

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
） 

第
二
条　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
六
条
第
四
項
中
「
署
名
」
の
下
に
「
（
総
務
省
令
で
定
め
る
署
名
に
代
わ
る
措
置
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。 

別
表
第
一
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
の
項
中
「
、
第
十
六
条
及
び
第
七
十
七
条
の
六
十
三
」
を

「
及
び
第
十
六
条
」
に
改
め
る
。 

（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
） 

第
三
条　

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
一
の
二
十
四
の
項
中
「
の
届
出
、
」
を
「
、
第
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
十
七
条
第
二
項
の

届
出
、
」
に
改
め
、
「
交
付
」
の
下
に
「
、
同
法
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
届
出
」
を
加
え
、
同
表
の 

三
十
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 



  

三
十
の
二　

法
務
省

恩
赦
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
号
）
に
よ
る
恩
赦
に
関
す
る
事
務
で

 

 

あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

 

三
十
の
三　

法
務
省

更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）
に
よ
る
同
法
第
二
十
五
条

 

第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
六
条
第
一
項
（
同
法
第
三
十
九
条
第
五
項
、
第
四

 

十
二
条
及
び
第
四
十
七
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
調

 

査
、
同
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
申
出
、
同
法
第
三
章
の
保
護
観
察
の
実

 

施
、
同
法
第
八
十
二
条
第
一
項
の
生
活
環
境
の
調
整
の
実
施
、
同
条
第
三
項

 
の
調
査
、
同
法
第
八
十
三
条
若
し
く
は
第
八
十
三
条
の
二
第
一
項
の
生
活
環

 

境
の
調
整
の
実
施
、
同
法
第
八
十
五
条
の
更
生
緊
急
保
護
の
実
施
、
同
法
第

 

八
十
八
条
の
措
置
又
は
同
法
第
八
十
八
条
の
二
若
し
く
は
第
八
十
八
条
の
三

 

の
援
助
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

三
十
の
四　

法
務
省

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等

 

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
号
）
に
よ
る
同
法
第
三
十
八
条



 

（
同
法
第
五
十
三
条
、
第
五
十
八
条
及
び
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
調
査
又
は
同
法
第
百
六
条
の
精
神
保
健
観
察
の
実
施
に

関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
一
の
三
十
一
の
項
中
「
の
作
成
」
を
「
若
し
く
は
同
条
第
四
項
の
地
図
に
準
ず
る
図
面
の
備
付
け
」
に
改
め
、
同 

表
の
三
十
九
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

三
十
九
の
二　

法
務
省

法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保
管
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第

 

七
十
三
号
）
に
よ
る
遺
言
書
の
保
管
又
は
情
報
の
管
理
に
関
す
る
事
務
で
あ

つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
一
の
四
十
四
の
二
の
項
中
「
こ
の
欄
」
の
下
に
「
及
び
四
十
五
の
項
」
を
加
え
、
同
表
の
四
十
五
の
項
中
「
許

可
」
の
下
に
「
又
は
同
法
、
国
税
通
則
法
そ
の
他
の
国
税
に
関
す
る
法
律
若
し
く
は
地
方
税
法
に
よ
る
関
税
、
国
税
若
し
く 

は
貨
物
割
の
徴
収
若
し
く
は
調
査
（
犯
則
事
件
の
調
査
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

四
十
五
の
二　

財
務
省

と
ん
税
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
三
十
七
号
）
に
よ
る
同
法
第
六
条
第
三

 

 

項
の
規
定
に
よ
り
国
税
徴
収
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
と
ん
税
の
徴
収
又

 



は
特
別
と
ん
税
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
三
十
八
号
）
に
よ
る
同
法
第
六

条
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
項
の
規
定
に
よ
り
国
税
徴
収
の
例
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
る
特
別
と
ん
税
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で

定
め
る
も
の

別
表
第
一
の
八
十
の
項
中
「
第
百
九
十
条
第
一
項
の
許
可
」
の
下
に
「
、
同
条
第
二
項
の
更
新
」
を
、
「
第
二
百
条
第
一

項
」
の
下
に
「
（
同
法
第
二
百
四
十
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
同
条
第
七
項
」
を

「
同
法
第
二
百
条
第
七
項
（
同
法
第
二
百
四
十
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
「
第
二
百
四

十
条
の
二
第
一
項
の
登
録
」
の
下
に
「
、
同
条
第
二
項
の
更
新
、
同
法
第
二
百
四
十
条
の
六
第
一
項
の
届
出
」
を
加
え
、

「
届
出
又
は
」
を
「
届
出
、
」
に
改
め
、
「
第
三
百
四
十
二
条
第
一
項
の
許
可
」
の
下
に
「
又
は
同
法
第
三
百
四
十
九
条
第 

一
項
の
届
出
」
を
加
え
、
同
表
中
百
一
の
三
の
項
を
百
一
の
九
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

百
一
の
十　

国
土
交
通
省

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
に
よ
る
同
法
第
七
十
五
条

 

 

第
一
項
の
命
令
又
は
同
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
指
示
に
関
す
る
事
務
で
あ

 

 

つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の



別
表
第
一
中
百
一
の
二
の
項
を
百
一
の
八
の
項
と
し
、
百
一
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
百
一
の
二　

国
土
交
通
省
、
独
立
行

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
に
よ
る
土
地
区
画

 

 
政
法
人
都
市
再
生
機
構
又
は
地
方

整
理
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

 

住
宅
供
給
公
社

 

百
一
の
三　

地
方
住
宅
供
給
公
社

新
住
宅
市
街
地
開
発
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
に
よ
る
新

 

住
宅
市
街
地
開
発
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め

 

る
も
の

 

百
一
の
四　

独
立
行
政
法
人
都
市
再

流
通
業
務
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
十

 

生
機
構

号
）
に
よ
る
流
通
業
務
団
地
造
成
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総

 

務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

百
一
の
五　

独
立
行
政
法
人
都
市
再

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
に
よ
る
市
街
地
再
開

 

生
機
構
又
は
地
方
住
宅
供
給
公
社

発
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

百
一
の
六　

独
立
行
政
法
人
都
市
再

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措



 

生
機
構
又
は
地
方
住
宅
供
給
公
社

置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
に
よ
る
住
宅
街
区
整
備
事
業
の
施

 

行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

百
一
の
七　

独
立
行
政
法
人
都
市
再

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九

 

生
機
構
又
は
地
方
住
宅
供
給
公
社

年
法
律
第
四
十
九
号
）
に
よ
る
防
災
街
区
整
備
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務

で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
一
の
百
八
の
項
中
「
第
七
十
七
条
の
六
十
（
」
を
「
第
七
十
七
条
の
六
十
一
（
」
に
、
「
第
七
十
七
条
の
六
十 

一
」
を
「
第
七
十
七
条
の
六
十
二
」
に
改
め
、
同
表
の
百
十
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

百
十
二
の
二　

国
土
交
通
省

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
に
よ
る
同
法
第
三
十

 

 
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
三
条
第
八
項
の
届
出
に
関
す
る

 
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
一
の
百
十
三
の
項
中
「
交
付
」
の
下
に
「
、
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
認
証
、
同
法
第
九
十
三
条
の
認
証
の
取

消
し
」
を
加
え
、
同
表
の
百
十
四
の
項
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
塡
補
」
の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
の
補

償
又
は
同
法
第
七
十
六
条
第
三
項
の
返
還
の
請
求
」
を
加
え
、
同
表
中
百
十
七
の
三
の
項
を
百
十
七
の
四
の
項
と
し
、
百
十 



七
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
百
十
七
の
三　

国
土
交
通
省

船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
に
よ
る
同
法
第
五

 

 

十
五
条
第
一
項
の
許
可
、
同
法
第
六
十
条
第
二
項
の
更
新
又
は
同
法
第
六
十

 

 

一
条
第
一
項
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
一
の
百
十
八
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

百
十
八
の
三　

国
土
交
通
省

海
難
審
判
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
に
よ
る
同
法
第
二
十

 

 

九
条
の
通
告
、
同
法
第
五
章
の
審
判
、
同
法
第
四
十
九
条
若
し
く
は
第
五
十

 

 

条
の
取
上
げ
又
は
同
条
の
還
付
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め

 
る
も
の

別
表
第
二
中
一
の
十
の
項
を
一
の
十
一
の
項
と
し
、
一
の
九
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

一
の
十　

市
町
村
長

地
方
自
治
法
に
よ
る
同
法
第
二
百
三
十
一
条
の
三
第
一
項
の
督
促
、
同
条
第

 

 

二
項
の
徴
収
、
同
条
第
三
項
の
処
分
若
し
く
は
同
法
第
二
百
四
十
条
第
二
項

 

 

の
督
促
若
し
く
は
強
制
執
行
又
は
同
法
に
基
づ
く
条
例
に
よ
る
歳
入
（
地
方

 



 

税
を
除
く
。
）
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
二
の
四
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四
の
三　

指
定
都
市
の
長 

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五

 

十
号
）
に
よ
る
同
法
第
五
条
第
一
項
の
特
定
医
療
費
の
支
給
、
同
法
第
六
条

 

第
一
項
の
指
定
医
の
指
定
又
は
同
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
指
定
難
病
要
支

援
者
証
明
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
同
法
第
四
十
条
の
規
定
に

よ
り
指
定
都
市
の
長
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て

総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
二
の
五
の
六
の
項
中
「
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
」
の
下
に
「
、
同
法
第
十
九
条
の
三
第
一
項
の
指
定

医
の
指
定
、
同
法
第
十
九
条
の
二
十
二
第
四
項
の
小
児
慢
性
特
定
疾
病
要
支
援
者
証
明
事
業
の
実
施
」
を
加
え
、
同
表
の
五

の
二
十
九
の
項
中
「
別
表
第
三
の
七
の
十
六
の
項
」
を
「
別
表
第
三
の
七
の
十
七
の
項
」
に
改
め
、
同
表
の
五
の
三
十
八
の

項
中
「
に
よ
る
」
の
下
に
「
同
法
第
七
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
探
索
、
」
を
加
え
、
同
表
中
六
の
三
の
項
を
六
の
四
の
項
と 

し
、
六
の
二
の
項
を
六
の
三
の
項
と
し
、
六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 



 

 

六
の
二　

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十

 

は
特
別
区
の
長 

七
号
）
に
よ
る
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
登
録
、
同
条
第
二
項
の
更
新
、

 

同
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
届
出
、
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
登
録
、
同

 

条
第
二
項
の
更
新
、
同
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
届
出
、
同
法
第
六
十
条
第

 

一
項
の
許
可
、
同
条
第
二
項
の
更
新
、
同
法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
届
出
、

 

同
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
許
可
、
同
条
第
二
項
の
更
新
、
同
法
第
七
十
条

 

第
一
項
の
許
可
又
は
同
法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ

 
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
二
の
七
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

七
の
三　

市
町
村
長 

土
地
区
画
整
理
法
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ

 

 

つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

 

七
の
四　

市
町
村
長

首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭

 

和
三
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
に
よ
る
工
業
団
地
造
成
事
業
の
施
行
に
関



 

す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 
七
の
五　

市
町
村
長

新
住
宅
市
街
地
開
発
法
に
よ
る
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
の
施
行
に
関
す
る

 

事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

七
の
六　

市
町
村
長

近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る

 

法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
に
よ
る
工
業
団
地
造
成
事
業

 

の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

七
の
七　

市
町
村
長

流
通
業
務
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
流
通
業
務
団
地
造
成
事
業

 

の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

七
の
八　

市
町
村
長

都
市
再
開
発
法
に
よ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ

 

て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

七
の
九　

市
町
村
長

新
都
市
基
盤
整
備
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
に
よ
る
新
都
市

 

基
盤
整
備
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

七
の
十　

市
町
村
長

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措



 

置
法
に
よ
る
住
宅
街
区
整
備
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省

 

令
で
定
め
る
も
の

 

七
の
十
一　

市
町
村
長

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
防

 

災
街
区
整
備
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も

 

の

 

七
の
十
二　

河
川
法
第
九
条
第
五
項

河
川
法
に
よ
る
同
法
第
七
十
五
条
第
一
項
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て

 

の
一
級
河
川
を
管
理
す
る
指
定
都

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
命
令
又
は
同
法
第
七
十
七
条
第
一
項
（
同
法

 

市
の
長
若
し
く
は
同
法
第
十
条
第

第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
指
示
に
関
す
る
事

 

二
項
の
二
級
河
川
を
管
理
す
る
指

務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

定
都
市
の
長
又
は
同
法
第
百
条
第

 

一
項
の
準
用
河
川
を
管
理
す
る
市

町
村
長

別
表
第
二
の
九
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 



  

九
の
三　

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成

土
壌
汚
染
対
策
法
に
よ
る
同
法
第
三
条
第
三
項
の
通
知
、
同
法
第
四
条
第
三

 

 

十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六

項
若
し
く
は
第
五
条
第
一
項
の
命
令
又
は
同
法
第
七
条
第
一
項
の
指
示
に
関

 

 
十
四
条
の
政
令
で
定
め
る
市
（
特

す
る
事
務
の
う
ち
、
同
法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
政
令
で
定
め

 

別
区
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び

る
市
の
長
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
の
実
施
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総

 

別
表
第
四
の
八
の
三
の
項
に
お
い

務
省
令
で
定
め
る
も
の

て
同
じ
。
）
の
長

別
表
第
三
中
四
の
三
の
項
を
四
の
四
の
項
と
し
、
四
の
二
の
項
を
四
の
三
の
項
と
し
、
四
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え 

る
。 

 

四
の
二　

都
道
府
県
知
事

地
方
自
治
法
に
よ
る
同
法
第
二
百
三
十
一
条
の
三
第
一
項
の
督
促
、
同
条
第

 

 

二
項
の
徴
収
、
同
条
第
三
項
の
処
分
若
し
く
は
同
法
第
二
百
四
十
条
第
二
項

 

 

の
督
促
若
し
く
は
強
制
執
行
又
は
同
法
に
基
づ
く
条
例
に
よ
る
歳
入
（
地
方

 

税
を
除
く
。
）
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
三
の
五
の
十
の
項
中
「
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
号
）
」
を
削
り
、
同
表
中
七
の
二
十
四
の
項
を
七
の
二
十 

 



五
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
七
の
二
十
六　

都
道
府
県
知
事

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
三

 

十
四
号
）
に
よ
る
同
法
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
条
第
一
項
の
認
定
、

 

同
法
第
九
条
第
二
項
の
届
出
又
は
同
法
第
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の

認
可
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
三
中
七
の
二
十
三
の
項
を
七
の
二
十
四
の
項
と
し
、
七
の
十
の
項
か
ら
七
の
二
十
二
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り 

下
げ
、
七
の
九
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

七
の
十　

都
道
府
県
知
事

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
に
よ
る
同
法
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の

 
登
録
、
同
法
附
則
第
十
一
条
第
一
項
の
交
付
又
は
同
条
第
二
項
の
登
録
に
関

 

す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
三
の
八
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

八
の
二　

都
道
府
県
知
事

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
に
よ
る
同
法
第
十

 

六
条
第
一
項
の
免
許
又
は
同
法
第
二
十
四
条
の
許
可
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ



 

て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
三
の
九
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

九
の
二　

都
道
府
県
知
事

遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
九
十
九
号
）

 

に
よ
る
同
法
第
三
条
第
一
項
の
登
録
、
同
条
第
二
項
の
更
新
又
は
同
法
第
七

 

条
第
一
項
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
三
の
十
一
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

十
一
の
二　

都
道
府
県
知
事

採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）
に
よ
る
同
法
第
三
十
二

 

条
の
登
録
又
は
同
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ

 
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

十
一
の
三　

都
道
府
県
知
事

砂
利
採
取
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
）
に
よ
る
同
法
第
三
条
の

 

登
録
又
は
同
法
第
九
条
第
一
項
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令

 

で
定
め
る
も
の

 

十
一
の
四　

都
道
府
県
知
事

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
同
法
第
四
十
二
条
第



 

一
項
の
登
録
、
同
条
第
二
項
の
更
新
、
同
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
届
出
、

 

同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
登
録
、
同
条
第
二
項
の
更
新
、
同
法
第
五
十
七

 

条
第
一
項
の
届
出
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
許
可
、
同
条
第
二
項
の
更

 

新
、
同
法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
届
出
、
同
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
許

 

可
、
同
条
第
二
項
の
更
新
、
同
法
第
七
十
条
第
一
項
の
許
可
又
は
同
法
第
七

 

十
一
条
第
一
項
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
三
の
二
十
二
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

二
十
二
の
三　

都
道
府
県
知
事

土
地
区
画
整
理
法
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ

 
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

二
十
二
の
四　

都
県
知
事

首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ

 

る
工
業
団
地
造
成
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め

 

る
も
の

 

二
十
二
の
五　

都
道
府
県
知
事

新
住
宅
市
街
地
開
発
法
に
よ
る
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
の
施
行
に
関
す
る



 

事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 
二
十
二
の
六　

府
県
知
事

近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る

 

法
律
に
よ
る
工
業
団
地
造
成
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省

 

令
で
定
め
る
も
の

 

二
十
二
の
七　

都
道
府
県
知
事

流
通
業
務
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
流
通
業
務
団
地
造
成
事
業

 

の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

二
十
二
の
八　

都
道
府
県
知
事

都
市
再
開
発
法
に
よ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ

 

て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

二
十
二
の
九　

都
道
府
県
知
事

新
都
市
基
盤
整
備
法
に
よ
る
新
都
市
基
盤
整
備
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務

 

で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

二
十
二
の
十　

都
府
県
知
事

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措

 

置
法
に
よ
る
住
宅
街
区
整
備
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省

 

令
で
定
め
る
も
の



 

二
十
二
の
十
一　

都
道
府
県
知
事

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
防

 

災
街
区
整
備
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も

 

の

 

二
十
二
の
十
二　

河
川
法
第
九
条
第

河
川
法
に
よ
る
同
法
第
七
十
五
条
第
一
項
の
命
令
又
は
同
法
第
七
十
七
条
第

 

二
項
の
一
級
河
川
を
管
理
す
る
都

一
項
の
指
示
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

道
府
県
知
事
又
は
同
法
第
十
条
第

 

一
項
の
二
級
河
川
を
管
理
す
る
都

道
府
県
知
事

別
表
第
三
中
二
十
五
の
項
を
削
り
、
二
十
四
の
項
を
二
十
五
の
項
と
し
、
二
十
三
の
三
の
項
を
二
十
四
の
項
と
し
、
二
十 

六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

二
十
六
の
二　

都
道
府
県
知
事

土
壌
汚
染
対
策
法
に
よ
る
同
法
第
三
条
第
三
項
の
通
知
、
同
法
第
四
条
第
三

項
若
し
く
は
第
五
条
第
一
項
の
命
令
又
は
同
法
第
七
条
第
一
項
の
指
示
に
関

す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の



別
表
第
四
中
一
の
十
一
の
項
を
一
の
十
二
の
項
と
し
、
一
の
十
の
項
を
一
の
十
一
の
項
と
し
、
一
の
九
の
項
の
次
に
次
の 

よ
う
に
加
え
る
。 

 

一
の
十　

市
町
村
長

地
方
自
治
法
に
よ
る
同
法
第
二
百
三
十
一
条
の
三
第
一
項
の
督
促
、
同
条
第

 

 

二
項
の
徴
収
、
同
条
第
三
項
の
処
分
若
し
く
は
同
法
第
二
百
四
十
条
第
二
項

 

 

の
督
促
若
し
く
は
強
制
執
行
又
は
同
法
に
基
づ
く
条
例
に
よ
る
歳
入
（
地
方

 

 

税
を
除
く
。
）
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
四
の
三
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

三
の
三　

指
定
都
市
の
長

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
同
法
第
五
条
第
一
項

 

 
の
特
定
医
療
費
の
支
給
、
同
法
第
六
条
第
一
項
の
指
定
医
の
指
定
又
は
同
法

 

 

第
二
十
八
条
第
二
項
の
指
定
難
病
要
支
援
者
証
明
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事

務
の
う
ち
、
同
法
第
四
十
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
都
市
の
長
が
行
う
こ
と
と

さ
れ
た
も
の
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
四
の
四
の
六
の
項
中
「
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
」
の
下
に
「
、
同
法
第
十
九
条
の
三
第
一
項
の
指
定



医
の
指
定
、
同
法
第
十
九
条
の
二
十
二
第
四
項
の
小
児
慢
性
特
定
疾
病
要
支
援
者
証
明
事
業
の
実
施
」
を
加
え
、
同
表
の
四

の
三
十
八
の
項
中
「
に
よ
る
」
の
下
に
「
同
法
第
七
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
探
索
、
」
を
加
え
、
同
表
中
五
の
三
の
項
を
五 

の
四
の
項
と
し
、
五
の
二
の
項
を
五
の
三
の
項
と
し
、
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

五
の
二　

保
健
所
を
設
置
す
る
市
又

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
同
法
第
四
十
二
条
第

 

は
特
別
区
の
長

一
項
の
登
録
、
同
条
第
二
項
の
更
新
、
同
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
届
出
、

 

同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
登
録
、
同
条
第
二
項
の
更
新
、
同
法
第
五
十
七

 

条
第
一
項
の
届
出
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
許
可
、
同
条
第
二
項
の
更

 

新
、
同
法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
届
出
、
同
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
許

 
可
、
同
条
第
二
項
の
更
新
、
同
法
第
七
十
条
第
一
項
の
許
可
又
は
同
法
第
七

 

十
一
条
第
一
項
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
四
の
六
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

六
の
三　

市
町
村
長

土
地
区
画
整
理
法
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ

 

つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の



 

六
の
四　

市
町
村
長

首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ

 

る
工
業
団
地
造
成
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め

 

る
も
の

 

六
の
五　

市
町
村
長

新
住
宅
市
街
地
開
発
法
に
よ
る
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
の
施
行
に
関
す
る

 

事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

六
の
六　

市
町
村
長

近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る

 

法
律
に
よ
る
工
業
団
地
造
成
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省

 

令
で
定
め
る
も
の

 

六
の
七　

市
町
村
長

流
通
業
務
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
流
通
業
務
団
地
造
成
事
業

 

の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

六
の
八　

市
町
村
長

都
市
再
開
発
法
に
よ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ

 

て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

六
の
九　

市
町
村
長

新
都
市
基
盤
整
備
法
に
よ
る
新
都
市
基
盤
整
備
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務



 

で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 
六
の
十　

市
町
村
長

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措

 

置
法
に
よ
る
住
宅
街
区
整
備
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省

 

令
で
定
め
る
も
の

 

六
の
十
一　

市
町
村
長

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
防

 

災
街
区
整
備
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も

 

の

 

六
の
十
二　

河
川
法
第
九
条
第
五
項

河
川
法
に
よ
る
同
法
第
七
十
五
条
第
一
項
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て

 

の
一
級
河
川
を
管
理
す
る
指
定
都

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
命
令
又
は
同
法
第
七
十
七
条
第
一
項
（
同
法

 

市
の
長
若
し
く
は
同
法
第
十
条
第

第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
指
示
に
関
す
る
事

 

二
項
の
二
級
河
川
を
管
理
す
る
指

務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

 

定
都
市
の
長
又
は
同
法
第
百
条
第

 

一
項
の
準
用
河
川
を
管
理
す
る
市



 

町
村
長

別
表
第
四
の
八
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

八
の
三　

土
壌
汚
染
対
策
法
第
六
十

土
壌
汚
染
対
策
法
に
よ
る
同
法
第
三
条
第
三
項
の
通
知
、
同
法
第
四
条
第
三

四
条
の
政
令
で
定
め
る
市
の
長

項
若
し
く
は
第
五
条
第
一
項
の
命
令
又
は
同
法
第
七
条
第
一
項
の
指
示
に
関

す
る
事
務
の
う
ち
、
同
法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
政
令
で
定
め

る
市
の
長
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
の
実
施
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総

務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
五
中
第
四
号
の
三
を
第
四
号
の
四
と
し
、
第
四
号
の
二
を
第
四
号
の
三
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。 四

の
二　

地
方
自
治
法
に
よ
る
同
法
第
二
百
三
十
一
条
の
三
第
一
項
の
督
促
、
同
条
第
二
項
の
徴
収
、
同
条
第
三
項
の
処

分
若
し
く
は
同
法
第
二
百
四
十
条
第
二
項
の
督
促
若
し
く
は
強
制
執
行
又
は
同
法
に
基
づ
く
条
例
に
よ
る
歳
入
（
地
方

税
を
除
く
。
）
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の 

別
表
第
五
中
第
九
号
の
八
を
第
九
号
の
九
と
し
、
第
九
号
の
七
を
第
九
号
の
八
と
し
、
第
九
号
の
六
を
第
九
号
の
七
と



し
、
第
九
号
の
五
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

九
の
六　

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
に
よ
る
同
法
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
登
録
、
同
法
附
則
第
十
一
条
第
一

項
の
交
付
又
は
同
条
第
二
項
の
登
録
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の 

別
表
第
五
第
十
号
の
十
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

十
の
十
三　

畜
舎
等
の
建
築
等
及
び
利
用
の
特
例
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
同
法
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
条
第
一
項

の
認
定
、
同
法
第
九
条
第
二
項
の
届
出
又
は
同
法
第
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
認
可
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て

総
務
省
令
で
定
め
る
も
の 

別
表
第
五
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

十
一
の
二　

家
畜
改
良
増
殖
法
に
よ
る
同
法
第
十
六
条
第
一
項
の
免
許
又
は
同
法
第
二
十
四
条
の
許
可
に
関
す
る
事
務
で

あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の 

別
表
第
五
第
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

十
三
の
二　

遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
同
法
第
三
条
第
一
項
の
登
録
、
同
条
第
二
項
の
更
新
又
は
同
法

第
七
条
第
一
項
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の 



別
表
第
五
第
十
五
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。 

十
五
の
二　

採
石
法
に
よ
る
同
法
第
三
十
二
条
の
登
録
又
は
同
法
第
三
十
二
条
の
七
第
一
項
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ

つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の 

十
五
の
三　

砂
利
採
取
法
に
よ
る
同
法
第
三
条
の
登
録
又
は
同
法
第
九
条
第
一
項
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務

省
令
で
定
め
る
も
の 

十
五
の
四　

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
登
録
、
同
条
第
二
項
の

更
新
、
同
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
届
出
、
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
登
録
、
同
条
第
二
項
の
更
新
、
同
法
第
五
十

七
条
第
一
項
の
届
出
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
許
可
、
同
条
第
二
項
の
更
新
、
同
法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
届
出
、

同
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
許
可
、
同
条
第
二
項
の
更
新
、
同
法
第
七
十
条
第
一
項
の
許
可
又
は
同
法
第
七
十
一
条
第

一
項
の
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の 

別
表
第
五
第
二
十
七
号
の
二
の
次
に
次
の
十
号
を
加
え
る
。 

二
十
七
の
三　

土
地
区
画
整
理
法
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も

の 



二
十
七
の
四　

首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
工
業
団
地
造
成
事
業
の
施

行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の 

二
十
七
の
五　

新
住
宅
市
街
地
開
発
法
に
よ
る
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で

定
め
る
も
の 

二
十
七
の
六　

近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
工
業
団
地
造
成

事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の 

二
十
七
の
七　

流
通
業
務
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
流
通
業
務
団
地
造
成
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ

つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の 

二
十
七
の
八　

都
市
再
開
発
法
に
よ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の 

二
十
七
の
九　

新
都
市
基
盤
整
備
法
に
よ
る
新
都
市
基
盤
整
備
事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め

る
も
の 

二
十
七
の
十　

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
住
宅
街
区
整
備

事
業
の
施
行
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の 



二
十
七
の
十
一　

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
防
災
街
区
整
備
事
業
の
施
行

に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の 

二
十
七
の
十
二　

河
川
法
に
よ
る
同
法
第
七
十
五
条
第
一
項
の
命
令
又
は
同
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
指
示
に
関
す
る
事

務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の 

別
表
第
五
中
第
三
十
号
を
削
り
、
第
二
十
九
号
を
第
三
十
号
と
し
、
第
二
十
八
号
の
三
を
第
二
十
九
号
と
し
、
第
三
十
一

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

三
十
一
の
二　

土
壌
汚
染
対
策
法
に
よ
る
同
法
第
三
条
第
三
項
の
通
知
、
同
法
第
四
条
第
三
項
若
し
く
は
第
五
条
第
一
項

の
命
令
又
は
同
法
第
七
条
第
一
項
の
指
示
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の 

別
表
第
六
の
一
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

一
の
二　

監
査
委
員

地
方
自
治
法
に
よ
る
同
法
第
二
百
四
十
二
条
第
一
項
の
措
置
の
請
求
に
関
す

る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
一
部
改
正
） 

第
四
条　

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 



第
二
十
一
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

二　

大
学
又
は
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
の
設
置
及
び
管
理
を
行
う

こ
と
並
び
に
次
に
掲
げ
る
出
資
又
は
援
助
を
行
う
こ
と
。 

イ　

当
該
大
学
等
を
設
置
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
当
該
地
方
独
立
行
政
法
人
が
保
有
す
る
教

育
研
究
に
係
る
施
設
、
設
備
又
は
知
的
基
盤
（
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
二
十
四
条
の
四
に
規
定
す
る
知
的
基
盤
を
い
う
。
）
の
管
理
及
び
当
該
施
設
、
設

備
又
は
知
的
基
盤
の
他
の
大
学
、
研
究
機
関
そ
の
他
の
者
に
よ
る
利
用
の
促
進
に
係
る
事
業
を
実
施
す
る
者
に
対
し

て
行
う
出
資 

ロ　

当
該
大
学
等
に
お
け
る
研
究
の
成
果
を
活
用
す
る
事
業
（
当
該
大
学
等
に
お
け
る
技
術
に
関
す
る
研
究
の
成
果
の

提
供
を
受
け
て
商
品
を
開
発
し
、
若
し
く
は
生
産
し
、
又
は
役
務
を
開
発
し
、
若
し
く
は
提
供
す
る
事
業
を
除

く
。
）
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
実
施
す
る
者
に
対
し
て
行
う
出
資 

ハ　

当
該
大
学
等
に
お
け
る
技
術
に
関
す
る
研
究
の
成
果
の
活
用
を
促
進
す
る
事
業
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を

実
施
す
る
者
に
対
し
て
行
う
出
資
（
ニ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
） 



ニ　

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
出
資
並
び
に
人
的
及
び

技
術
的
援
助 

（
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
法
の
一
部
改
正
） 

第
五
条　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

附
則
第
九
条
の
二
第
一
項
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。 

第
三
章　

厚
生
労
働
省
関
係 

（
生
活
保
護
法
の
一
部
改
正
） 

第
六
条　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
五
十
四
条
の
二
第
三
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
介
護
機
関
で
あ
つ
て
別
表
第
二
の
第

二
欄
に
掲
げ
る
指
定
又
は
許
可
を
受
け
た
も
の
（
前
項
本
文
」
に
、
「
別
表
第
二
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
介
護
機
関
に
係
る
同

項
」
を
「
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
、
次
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
「
別
表
第
二
指
定
介
護
機
関
」
と
い
う
。
）
に
係
る

第
一
項
」
に
、
「
当
該
介
護
機
関
」
を
「
当
該
別
表
第
二
指
定
介
護
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
別
表
第
二
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
介
護
機
関
に
係
る
同
項
の
指
定
は
、
当



該
介
護
機
関
が
同
表
」
を
「
別
表
第
二
指
定
介
護
機
関
に
係
る
第
一
項
の
指
定
は
、
当
該
別
表
第
二
指
定
介
護
機
関
が
別
表

第
二
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

７　

別
表
第
二
指
定
介
護
機
関
に
つ
い
て
、
別
表
第
二
の
第
五
欄
に
掲
げ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
届
出
に
係
る
事

由
の
う
ち
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
べ
き
事
由
に
相
当
す
る
も
の
に
基
づ
く

届
出
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。 

別
表
第
二
中 

「 
 

 

同
法
第
七
十
七
条
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第

 

 

六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指

 

 

定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

  
  

同
法
第
七
十
七
条
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第

 

 

六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指

 

 

定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

  
  

同
法
第
七
十
七
条
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第

 



 

六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指

 

 
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

  
  

同
法
第
七
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
二
条

 

 

の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停

 

 

止
が
あ
つ
た
と
き
。

  
  

同
法
第
七
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
二
条

 

 

の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停

 

 

止
が
あ
つ
た
と
き
。

  
  

同
法
第
七
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
二
条

 

 

の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停

 

 

止
が
あ
つ
た
と
き
。

  
  

同
法
第
七
十
八
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

 

 

用
す
る
同
法
第
七
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四

 



 

十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効

 

 
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

  
  

同
法
第
七
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
二
条

 

 

の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停

 

 

止
が
あ
つ
た
と
き
。

  
  

同
法
第
八
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
六

 

 

条
第
一
項
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ

 

 

つ
た
と
き
。

  
  

同
法
第
七
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
二
条

 

 

の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停

 

 

止
が
あ
つ
た
と
き
。

　

を 
 

  

同
法
第
九
十
二
条
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第

 

 

六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の

 



 

指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

  
  

同
法
第
百
四
条
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
六

 

 

項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
九
十
四
条
第
一
項
の
許
可
の
全

 

 

部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

  
  

同
法
第
百
十
四
条
の
六
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十

 

 

五
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
百
七
条
第
一
項
の
許
可

 

 

の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

  
  

同
法
第
百
十
五
条
の
九
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十

 

 

五
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文

 

 

の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と

 

 

き
。

  
  

同
法
第
百
十
五
条
の
九
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十

 

 

五
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文

 



 

の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と

 

 
き
。

  
  

同
法
第
百
十
五
条
の
九
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十

 

 

五
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文

 

 

の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と

 

 

き
。

  
  

同
法
第
百
十
五
条
の
十
九
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
五
十
四

 

 

条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の

 

 

停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

  
  

同
法
第
百
十
五
条
の
二
十
九
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
五
十

 

 

八
条
第
一
項
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が

 

 

あ
つ
た
と
き
。

  
  

同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
九
の
規
定
に
よ
る
同
法
第

 



 

百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
の
指
定
の
全
部
又
は
一

 

 
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

 
 

」 

「 
 

 

同
法
第
七
十
七
条
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第

同
法
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
若
し
く
は

 

六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指

再
開
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
若
し

 

定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

く
は
休
止
の
届
出

  

同
法
第
七
十
七
条
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第

同
法
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
若
し
く
は

 

六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指

再
開
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
若
し

 

定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

く
は
休
止
の
届
出

  

同
法
第
七
十
七
条
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第

同
法
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
若
し
く
は

 

六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指

再
開
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
若
し

 

定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

く
は
休
止
の
届
出

  

同
法
第
七
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
二
条

同
法
第
七
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
若
し

 

の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停

く
は
再
開
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止

 



止
が
あ
つ
た
と
き
。

若
し
く
は
休
止
の
届
出

  

同
法
第
七
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
二
条

同
法
第
七
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
若
し

 
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停

く
は
再
開
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止

 

止
が
あ
つ
た
と
き
。

若
し
く
は
休
止
の
届
出

  

同
法
第
七
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
二
条

同
法
第
七
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
若
し

 

の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停

く
は
再
開
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止

 

止
が
あ
つ
た
と
き
。

若
し
く
は
休
止
の
届
出

  

同
法
第
七
十
八
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

同
法
第
七
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
若
し

 

用
す
る
同
法
第
七
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四

く
は
再
開
の
届
出
又
は
同
法
第
七
十
八
条
の
十
七
の
規
定

 

十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
七
十
八
条
の
五
第

 

力
の
停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
若
し
く
は
休
止
の
届
出

  

同
法
第
七
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
二
条

同
法
第
七
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
若
し

 

の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停

く
は
再
開
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止

 



止
が
あ
つ
た
と
き
。

若
し
く
は
休
止
の
届
出

  

同
法
第
八
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
六

同
法
第
八
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
若
し
く
は

 
条
第
一
項
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ

再
開
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
若
し

 

つ
た
と
き
。

く
は
休
止
の
届
出

  

同
法
第
七
十
八
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
二
条

同
法
第
七
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届

 

の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停

出

 

止
が
あ
つ
た
と
き
。

  

同
法
第
九
十
二
条
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第

同
法
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出

 

六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の

 

指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

  

同
法
第
百
四
条
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
六

同
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
若
し
く
は

 

項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
九
十
四
条
第
一
項
の
許
可
の
全

再
開
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
若
し

 

部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

く
は
休
止
の
届
出

  



同
法
第
百
十
四
条
の
六
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十

同
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
若
し
く
は

 

五
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
百
七
条
第
一
項
の
許
可

再
開
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
若
し

 
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

く
は
休
止
の
届
出

  

同
法
第
百
十
五
条
の
九
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十

同
法
第
百
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
若
し

 

五
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文

く
は
再
開
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止

 

の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と

若
し
く
は
休
止
の
届
出

 

き
。

  

同
法
第
百
十
五
条
の
九
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十

同
法
第
百
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
若
し

 

五
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文

く
は
再
開
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止

 

の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と

若
し
く
は
休
止
の
届
出

 

き
。

  

同
法
第
百
十
五
条
の
九
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十

同
法
第
百
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
若
し

 

五
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文

く
は
再
開
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止

 



の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と

若
し
く
は
休
止
の
届
出

 

き
。

  
同
法
第
百
十
五
条
の
十
九
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
五
十
四

同
法
第
百
十
五
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
若

 

条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の

し
く
は
再
開
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃

 

停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

止
若
し
く
は
休
止
の
届
出

  

同
法
第
百
十
五
条
の
二
十
九
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
五
十

同
法
第
百
十
五
条
の
二
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更

 

八
条
第
一
項
の
指
定
の
全
部
又
は
一
部
の
効
力
の
停
止
が

若
し
く
は
再
開
の
届
出
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

 

あ
つ
た
と
き
。

廃
止
若
し
く
は
休
止
の
届
出

  

同
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
九
の
規
定
に
よ
る
同
法
第

 

百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
の
指
定
の
全
部
又
は
一

 

部
の
効
力
の
停
止
が
あ
つ
た
と
き
。

 

」

に
改
め
る
。 

第
四
章　

経
済
産
業
省
関
係 



（
産
業
競
争
力
強
化
法
の
一
部
改
正
） 

第
七
条　

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
九
項
中
「
国
立
大
学
法
人
等
（
」
を
削
り
、
「
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
等
を
い
う
。
第
二

十
一
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
「
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
大
学
共
同
利
用
機

関
法
人
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人

（
以
下
こ
の
項
及
び
第
二
十
一
条
に
お
い
て
「
国
立
大
学
法
人
等
」
と
い
う
」
に
改
め
る
。 

第
五
章　

国
土
交
通
省
関
係 

（
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
） 

第
八
条　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
七
十
七
条
の
六
十
三
第
二
項
第
三
号
」
に

改
め
る
。 

第
七
十
七
条
の
十
九
第
六
号
及
び
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
三
第
六
号
中
「
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
二
項
」
を
「
第
七

十
七
条
の
六
十
三
第
二
項
」
に
改
め
る
。 



第
七
十
七
条
の
五
十
九
第
三
号
中
「
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
七
十
七
条
の
六
十
三
第
一
項
第
四

号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
七
十
七
条
の
六
十
三
第
二
項
第
三
号
」

に
改
め
る
。 

第
七
十
七
条
の
六
十
三
を
削
り
、
第
七
十
七
条
の
六
十
二
を
第
七
十
七
条
の
六
十
三
と
し
、
第
七
十
七
条
の
六
十
一
を
第

七
十
七
条
の
六
十
二
と
す
る
。 

第
七
十
七
条
の
六
十
中
「
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
二
項
」
を
「
第
七
十
七
条
の
六
十
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第

七
十
七
条
の
六
十
一
と
し
、
第
七
十
七
条
の
五
十
九
の
二
を
第
七
十
七
条
の
六
十
と
す
る
。 

第
七
十
七
条
の
六
十
六
第
二
項
中
「
第
七
十
七
条
の
五
十
九
の
二
、
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
一
項
」
を
「
第
七
十
七
条

の
六
十
、
第
七
十
七
条
の
六
十
三
第
一
項
」
に
、
「
第
七
十
七
条
の
六
十
三
か
ら
前
条
ま
で
」
を
「
前
二
条
」
に
、
「
第
七

十
七
条
の
六
十
、
第
七
十
七
条
の
六
十
一
並
び
に
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
二
項
」
を
「
第
七
十
七
条
の
六
十
一
、
第
七
十

七
条
の
六
十
二
並
び
に
第
七
十
七
条
の
六
十
三
第
二
項
」
に
、
「
第
七
十
七
条
の
五
十
九
の
二
、
第
七
十
七
条
の
六
十
一
第

三
号
及
び
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
二
項
第
五
号
」
を
「
第
七
十
七
条
の
六
十
、
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
三
号
及
び
第
七

十
七
条
の
六
十
三
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。 



第
九
十
七
条
の
五
第
一
項
中
「
、
第
十
六
条
及
び
第
七
十
七
条
の
六
十
三
」
を
「
及
び
第
十
六
条
」
に
改
め
る
。 

第
九
十
九
条
第
一
項
第
十
四
号
中
「
第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
二
項
」
を
「
第
七
十
七
条
の
六
十
三
第
二
項
」
に
改
め

る
。 第

百
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
七
十
七
条
の
六
十
一
」
を
「
第
七
十
七
条
の
六
十
二
」
に
改
め
る
。 

附　

則 

（
施
行
期
日
） 

１　

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一　

第
二
条
（
地
方
自
治
法
第
十
六
条
第
四
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。
）
及
び
第
五
条
の
規
定
並
び
に
次
項
の
規
定　

公
布

の
日 

二　

第
二
条
（
前
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
三
条
（
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
一
の
百
八
の
項
の
改
正
規

定
、
同
法
別
表
第
三
の
改
正
規
定
（
同
表
中
二
十
五
の
項
を
削
り
、
二
十
四
の
項
を
二
十
五
の
項
と
し
、
二
十
三
の
三
の

項
を
二
十
四
の
項
と
す
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
法
別
表
第
五
の
改
正
規
定
（
同
表
中
第
三
十
号
を
削
り
、
第
二
十
九



号
を
第
三
十
号
と
し
、
第
二
十
八
号
の
三
を
第
二
十
九
号
と
す
る
部
分
に
限
る
。
）
に
限
る
。
）
及
び
第
八
条
の
規
定　

令
和
七
年
十
二
月
一
日 

三　

第
六
条
の
規
定
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定　

令
和
八
年
四
月
一
日 

（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

２　

地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
八
十
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
ら
れ
た
同
法
第
七
条
又
は
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
議
会
の
議
決
を
経
て
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
二
十
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
同
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ニ
に
掲
げ
る
出
資
若
し
く
は

援
助
に
関
す
る
も
の
を
規
定
し
た
定
款
を
定
め
、
又
は
定
款
に
当
該
業
務
を
規
定
す
る
変
更
を
行
い
、
総
務
大
臣
及
び
文
部

科
学
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
可
の
効
力
は
、
同
日
か

ら
生
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
生
活
保
護
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

３　

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項
並
び
に
別
表
第
二
の
規

定
は
、
同
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
介
護
機
関
で
あ
っ
て
、
第
六
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二



第
一
項
の
指
定
を
受
け
て
い
る
も
の
（
同
条
第
二
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ

た
も
の
及
び
生
活
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
四
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
も

の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。



理　

由 

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
等
の
提
案
等
を
踏
ま

え
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
義
務
付
け
を
緩
和
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す

る
理
由
で
あ
る
。 


